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次　回
６月13日の
例　会

　皆様こんにちは。
　御殿場ロータリークラブは、1967年６月１日に創立されまして、昨年は45周年を迎え、今年
度46周年となります。これに因みまして、今日は小野篤之君より卓話をいただきます。よろし
くお願いいたします。
　今日は、富士山シリーズ第45話、富士山の日についてお話させて頂きます。

45富士山の日
　２月23日は223で「ふじさん」すなわち富士山の日と呼ばれています。言われて見ればそうではありますが、知名
度は正直あまり高くありません。この富士山の日について、調べてみると実は二つあることがわかりました。
　一つは「山の展望と地図のフォーラム」というニフティサーブ発祥のネットコミュニティによって平成８年に制定、
日本記念日協会という団体が平成12年に認定した記念日です。由来は語呂合わせと、この時期は富士山がよく眺めら
れるからということのようです。
　もう一つは、山梨県富士河口湖町が平成13年に富士山の日条例を公布・施行し定めた記念日です。こちらは富士山
の理解を深め愛し町民憲章と富士山憲章の理念の推進をはかることを目的としており、富士山の日の啓発とそれにふさ
わしい行事を行うというものです。
　今後は富士山の日に関して、富士山周辺自治体との連携も図っていく動きがあるようです。また、223で「ふじさ
ん」と読まずに「ふじみ」と読ませて、２月23日を「富士見の日」というのもあります。
　こちらは長野県富士見町観光協会によって設定され、日本記念日協会によって平成18年に認定され
た記念日です。この富士見の日にあわせて富士見町では様々なイベント、例えば国土交通省による関
東の富士見百景に選定された富士見町内のポイントを巡るツアー等を行っています。
　記念日としての富士山はそれぞれですが、いずれにしても富士山への思いや、観光資源としての富
士山のポテンシャルを感じることはできるのではないでしょうか。

★18 ： 00点鐘
★かめや惠庵
★移動例会
　親睦活動委員会

週報
http://www.gotemba-rc.gr.jp/
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会　員　慶　事第2280回　例会プログラム
●例　会　場／名鉄菜館
●開 会 点 鐘／12：30　●国 歌 斉 唱
●ロータリーソング／四つのテスト
●内　　　容／ワクチン打って、麻疹・風疹撲滅！
　　　　　　　－特に風疹の大流行に関して－
　　　　　　　南寿堂医院院長　岩田祥吾先生

●会員誕生日／６月11日　勝又　厚君
●夫人誕生日／６月６日　勝又英男君　夫人　哲子様
　　　　　　　６月７日　井上　元君　夫人　浩子様
　　　　　　　６月10日　内海宣彦君　夫人　良様
●皆　出　席／６月１日　菅沼　久君（46年）
　　　　　　　６月１日　勝又安彦君（７年）
　　　　　　　６月１日　山内強嗣君（７年）

60名 57名 50名 87.72％ 100％
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※やむを得ず
　欠席される方は、
　午前10時までに
　ご連絡下さい。

5/30の
出席報告

欠席者（７名）
林　則夫君・勝又　厚君・大和田　浩二君・芹澤正明君・田代博久君
内海隆治君・山﨑伊久雄君
 



高村　繁男
臼井　良太
秋田　　敬
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　三井銀行の米山梅吉翁は、目賀田男爵を団長とする財政
調査団に加わり、1918年(大正７年)、51歳の正月をテキ
サス州ダラスで迎えた。この地には三井物産の福島貴三次
が支店長として滞在しており彼の部下のドイツ人ウィリア
ムが1914年、第一次世界大戦により帰国、その後を受け
てダラスロータリークラブ会員となっていた。翁はここで
初めて福島氏からロータリーとは何か、またその理念を聞
かされ、大いに心を動かされ、日本にもその理念を伝える
べく帰国した。
　1920年(大正11年)、東京ロータリークラブが東京銀行
倶楽部において創設された。会長米山梅吉、幹事福島貴三
次以下24名の会員からのスタートだった。（会員には小山
町富士紡績の初代社長和田豊治の名前も見られる。）
　1922年、25名で大阪ロータリークラブが発足、幹事福
島貴三次。昭和３年時には神戸・名古屋・京都・横浜が続
き６クラブになり、第７区の設立が認可され、翁が初代ガ
バナーになった。京城・奉天・ハルビン・台北が合流し
11クラブ、会員400名と拡大した。
　1923年(大正12年)関東大震災で東京ロータリークラブ
も甚大な被害を受け、一時活動不能に陥りかけたが、米国
その他の海外ロータリークラブからの莫大な義捐金によっ
て活動を続けることができた。東京ロータリーはこれに深
甚なる感謝を示し、震災前までは月１回だった例会をこの
年から週１回とし、さらなる会の興隆を誓った。東京孤児
院内にロータリーホームを寄贈し、これが社会奉仕第１号
となった。寄贈式典には家族と共に出席し、これが家族会
の始まりとなった。
　福島貴三次は、明治14年、佐賀県有田市に生まれ、教
養ある家庭に育ち、東京高商業を首席で卒業後三井物産に
入社。門司支店を皮切りにニューヨーク・オクラホマ・
ヒューストン等の支店を経てダラス支店に赴任、後にダラ
ス支店長となる。言語に長け、流暢な英語を喋ることので

きる彼はこのことによりロータリーのメンバーとして迎え
られることとなる。日本人初のロータリアンの誕生であっ
た。大正９年正月、渡米中の米山梅吉翁が三井グループの
繋がりによりダラス支店の福島氏を訪れ、ロータリーの話
に非常な興味を覚え、ダラスロータリークラブに福島氏の
ゲストとして出席。この後福島氏は東京支店に栄転とな
り、米山翁を助けて幹事を引き受け、東京ロータリークラ
ブが誕生。翌年、大阪転勤を機に、大阪ロータリークラブ
を幹事となり創立。
　もし福島氏がいなければ米山翁はロータリーに出会うこ
ともなく、日本のロータリー導入ははるかに遅れていただ
ろう。また、福島氏を起用した米山翁の決断力がなけれ
ば、日本のロータリーの進展ははるかに遅れたであろう。
　福島氏は大阪支局時代、関東大震災に遭遇、人命救助の
ために奔走。上海支店時代に上海事変が勃発、邦人居留民
の安全を第一義にしながらも、外国人居留民の保護にも多
大な尽力を払った。こうした人類愛的救助活動は、外国人
から高く評価され、感謝された。十数年後、三井の代表と
して民間視察団の一員として米国に派遣中、過労で倒れ、
1946年(昭和21年)帰らぬ人となった。享年65歳。奇しく
も米山翁も同年に78歳で逝去されている。
　1927年横浜クラブの誕生以降、日本国内の社会情勢は
暗さを増した。ソ連共産党、金輸出禁止、大臣、要人の暗
殺が相次ぎ、国内経済の緊張に加えて米国発の世界大恐慌
という環境下、数年間、新しいロータリークラブは創設で
きなかった。しかし日本統治の台湾・満州・朝鮮には数ク
ラブが誕生し、その後、1932年広島・札幌、1933年福
岡、小樽、1934年岡山はじめ6クラブ、1935年静岡はじ
めクラブ、1936年浜松はじめ5クラブ、1937年仙台他７
クラブ、1939年盛岡・熊本。1940年新潟他２クラブ…
とこの数年間燎原の火のごとく全国に広がった。
　しかしロータリー創始国米国には日本に対する暗雲がた
ちこめ、第２次世界大戦勃発に至り、枢軸国側33か国
484クラブ16,700人の会員を失う。日本ロータリーも圧
迫や干渉は日に日に強まり、1940年、次々とロータリー
クラブは解散し、９月11日、東京クラブの解散に至り、
日本ロータリークラブは21歳の若さをもって自決したの
である。

小野篤之君

クラブ創立記念日に
因んで

司　会司　会
池谷正徳君池谷正徳君

ソングリーダーソングリーダー
秋田悦夫君秋田悦夫君

出席報告出席報告
渡辺修司君渡辺修司君

会員誕生日会員誕生日
嶋田泉太郎君嶋田泉太郎君

勉 強 会

勉 強 会

勉 強 会

勉 強 会

裾野RC

裾野RC

橋本　喜市君

勝又　安彦君

山口　幸男君

山﨑伊久雄君

鈴木　崇司君

勝又　　洋君

５月７日

５月７日

５月７日

５月７日

５月17日

５月24日

5/16のメーキャップ

皆出席
斎藤　衛君 ・ 望月　茂君 ・ 渋谷　一君

水口正宏君 ・ 勝又博文君

司　会
池谷正徳君

ソングリーダー
秋田悦夫君

出席報告
渡辺修司君

会員誕生日
嶋田泉太郎君


